
三沢市歯の健康づくり推進委員会会議録 

 

 

・日 時  令和元年１２月２５日（水）１３：００～１４：００ 

・場 所  三沢市保健相談センター 予防接種室（１階） 

・出席者  小西史人  山木昭秀  吉田悦子 

伊藤博次  林 光利  土門靖子  清水早紀   （敬称略） 

・事務局  市民生活部 部長    山本優 

国保年金課 課長補佐  海老名達郎 

介護福祉課 保健師   内村憲司 

学務課   主任主査  中野渡好子 

健康推進課 課長    中里聖子 

課長補佐  根岸満智子 

係長    山口文衣 

主任保健師 齋藤三千代 

保健師   一戸智恵  立花麻未  辻尚美 

 

・概 要 

   部長挨拶 

議  事；平成３０年度歯科保健事業実績、令和元年度歯科保健事業進捗及び令和２ 

年度歯科保健事業計画について報告後、意見交換を行った。 

 

  意見 

①介護福祉課で実施している「いきいき教室」「おらほの寺子屋」等の介護予防自主

活動団体を対象とした歯科医師、栄養士等による講話、指導、健康相談等は、地

域の集会施設で実施しているため、総合社会福祉センターで実施している介護予

防事業に参加できない市民も集まることができ、歯の健康づくりに触れる機会と

なっている。また、参加者が講話で学んだことを自宅で実施することで、家族や

周囲の方への波及効果も見込める。 

②日本の少子高齢化が如実となる中、同じ努力、同じ経済規模の投資でいかに健康

づくりの効果を上げるかが課題となっている。歯科疾患は予防可能な疾患であり、

しっかり取り組むことが、市の財政にも貢献できると考えられる。健康増進にか

ける予算配分と事業展開を効果的に行って欲しい。 

また、インフルエンザの予防には口腔の衛生状態を良好に保つことが有効と言う

エビデンスもあり、一人の人間のライフステージのどの部分を切り口にしても、

歯の健康づくりが重要であることがわかる。 

③フレイル予防には、オーラルフレイルの段階からの予防が重要であり、市でもオ

ーラルフレイルの予防に力を入れて欲しい。オーラルフレイルひいてはフレイル

の予防は、医療費の削減にもつながる。 

④市では、県内の他市町村に先駆けてフッ化物洗口を実施しており、12 歳児のむし

歯有病率が県内で最も低いという良い結果が出ている。また、フッ化物洗口は無



料で実施され、保護者も助かっている。 

近年では、他市町村においてもフッ化物洗口を取り入れていこうという学校等が

増えている。 

⑤市では、フッ化物洗口に加え、歯科医師、医師、薬剤師、保育事業研究会、幼稚

園教育研究会、上十三保健所歯科担当を委員とした委員会が設置され、年 1 回会

議を開催する等の取り組みも行われている点が良い。 

管内市町村で互いに情報共有し、全体で歯の健康づくりについてレベルアップで

きると良い。 

⑤市では歯の健康づくりについて良い取り組みを行っているが、それらが市民に周

知されていない。 

12 歳児のむし歯有病率が県内で最も低い、妊婦歯科健診や成人歯周疾患検診を無

料で受診できる、フッ化物塗布やフッ化物洗口を無料で受けられる等の情報を、

スマートフォンへの情報発信、パンフレットに掲載する等デジタルやアナログを

使い分け、効果的にアピールすることが必要。 

また、健康ポイント事業も効果的に活用した方が良い。 

 

 


